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集

第
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十
七
号

『
五
代
史
平
話
』
の
成
立

ー

「
講
史
書
」
と

の
関
係

=

岡

村

真

寿

美

、
『
五
代
史
平
話
』
の
構
成

『
五
代
史
平
話
』
は
、
梁
、
唐
、
晋
、
漢
、
周
の
各
代
そ
れ
ぞ
れ
二
巻
ず

つ
で
構
成
さ
れ
る
が
、
現
存
す
る
版
本

は
そ
の
う
ち
梁
史

平
話

巻
下
並
び
に
漢
史
平
話
巻
下
を
欠
く
。
現
在
台
湾
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
版
本
は
、
宋
刊
と
も
元
刊
と
も

言
わ
れ
る
。
発
見

者
の
曹

元
忠
は
、

「無
異
宋
彙
」
と
言
い
、
阿
部
隆

一
は
宋

・
建
安
刊
と
す
る
が
、
宋
諺
を
避
け
な
い
な
ど
肯
首
し
が
た
い
点
も
あ
り
、

そ
の
成
立
期
の
確
定
は
さ
ら

に
検
討
を
要
し
よ
う
。

こ
の

『
五
代
史
平
話
』
が
、
そ
の
大
部
分
に
お

い
て
歴
史
書
の
文
章
を
用
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
者

が
指
摘
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
書
と
は
従
来
主
に

『
資
治
通
鑑
』
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
氏
岡
真
士
氏
が
論
証

さ
れ
た
よ
う
に
、

む
し
ろ

『資
治
通
鑑
綱
目
』

に
よ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
、

『
五
代
史
平
話
』
は
歴
史
書
を
ど
の
よ
う

に
利
用
し
て
成
り

立

つ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

次

の
文
章
は
、
黄
巣
出
生
の
場
面

で
あ
る
。

且
説
、
曹
州
冤
胸
縣
、
有
箇
富
人
黄
宗
旦
、
家
産
数
萬
、
販
臨
皿爲
生
、
喜
聚
集
悪
少
。
是
那
酪
宗
皇
帝
威

通
元
年
上
、
黄
宗

旦
妻
懐
胎
、

一
十
四
箇
月
不
産
。

一
日
、
生
下

一
物
、
似
肉
毬
相
似
、
中
間
却
是

一
箇
紫
羅
複
裏
得

一
箇
核
児
、
忽
見
屋
中
霞
光

燦
欄
。
宗
旦
向
妻
道
、

「
此
是
不
祥
的
物
事
。
」
將
這
肉
毬
使
人
携
去
僻
静
無
人
田
地
拗
棄
了
。
蹄
來
不
到
天
明
、
這
箇
弦
見
又

在
門
外
暗
叫
。
宗
旦
向
妻
子
道
、

「
此
物
不
祥
、
害
之
恐
惹
災
禍
。
」
遣
伴
當
毎
送
放
膿
野
、
名
佐
青
草
村
、
將
這
核
児
要
頓
放
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鳥
鳶
巣
内
、
便
是
顯
下
來
、
他
急
生
更
活
。
過
箇
七
箇
日
頭
、
黄
宗
旦
因
行
從
青
草
村
過
、
但
聴
得
烏
鳶
巣
裏
核
児
叫
道
、

「
耶
々
、

侮

存
活
哨
毎
、
他
日
厚
報
恩
徳
。
」
宗
旦
使
人
上
到
巣
裏
、
取
將
核
児
下
來
、
抱
蹄
家
裏
看
養
、
因
此
命
名
佐
黄
巣
。

(梁

史
平
話

3
b
)

こ
の
黄
巣
出
生
の
顛
末
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
に
典
拠
を
持

つ
の
か
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
が
、

『
五
代
史
平
話
』

は
口
語
を
交
え

つ

つ
自

由
な
語
り
口
で
、
そ
の
不
思
議
に
満
ち
た
様
子
を
こ
ま
か
く
描
い
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。
な
お
、
黄
巣

の
出
生
に
つ
い
て

は
、
後

述
の

『残
唐
五
代
史
演
義
伝
』
に
も
同
じ
よ
う
な
話
が
見
え
る
が
、
そ
れ
が

『
五
代
史
平
話
』
の
影
響
を
受

け
た
も
の
で
あ
る

か
は
不
明
で
、
或
い
は
当
時
広
く
民
間
に
広
ま

っ
て
い
た
伝
説
に
基
づ
く
の
か
も
知
れ
な
い
。
他
方
、
明
ら
か
に
歴
史
書
を
利
用
し
た

と
思
わ
れ
る
箇
所
は
次

の
よ
う
で
あ
る
。

(傍
線
筆
者
、
以
下
同
じ
)

僖
宗
皇
帝
乾
符
五
年
正
月
、
李
克
用
爲
沙
陀
副
兵
馬
使
。
有
牙
將
康
君
立
、
李
存
璋
等

一
庭
商
議
、

「今

天
下
大
齪
、
朝
廷

號
令
不
行
於
四
方
、
此
是
英
雄
立
功
名
、
取
富
貴
時
節
。
今
李
國
昌
官
高
功
大
、
天
下
聞
名
、
他
児
子
勇
冠
三
軍
。
若
輔
之
以
畢

大
事
、
則
代
北
州
郡
、
唾
手
可
取
。」
恰
遇
代
北
磯
荒
、
防
禦
使
段
文
楚
減
克
軍
根
、
軍
士
怨
怒
、
将
段
文
楚

殺
了
、
送
符
印
、

迎
請
李
克
用
傲
留
後
。
克
用
入
府
視
事
、
表
奏
朝
廷
、
求
請
敷
命
、
朝
廷
不
肯
允
從
。

(唐
史
平
話

2

a
～
2
b
)

(乾
符
五
年
春
正
月
)
大
同
軍
齪
、
殺
防
禦
使
段
文
楚
、
推
李
克
用
爲
留
後
。

振
武
節
度
使
李
國
昌
之
子
克
用
、
爲
沙
陀
副
兵
馬
使
、
戌
蔚
州
。
時
河
南
盗
賊
蜂
起
、
沙
陀
馬
使
李
蓋
忠
、

與
牙
將
康
君
立
、

醇
志
勤
、
程
懐
信
、
李
存
璋
等
謀
日
、
「今
天
下
大
齪
、
朝
廷
號
令
不
復
行
於
四
方
、
此
乃
英
雄
立
功
名
、
取
富
貴
之
秋
也
。
剰

振
武
功
大
官
高
、
名
聞
天
下
、
其
子
勇
冠
諸
軍
。
若
輔
以
畢
事
、
代
北
不
足
平
也
。
」
衆
以
爲
然
。
會
代
北
淳
磯
、
漕
運
不
縫
、

防
禦
使
段
文
楚
頗
減
軍
士
衣
米
、
軍
士
怨
怒
、
…

(中
略
)
…
、
於
是
蓋
忠
夜
執
文
楚
繋
獄
、
克
用
帥
其
衆
趣
雲
州
、
行
牧
兵
衆

且
萬
人
。
壷
忠
送
符
印
、
請
克
用
爲
留
後
、
而
殺
文
楚
。
克
用
遂
入
府
視
事
、
表
求
敷
命
、
朝
廷
不
許
。
…
=

(『
通
鑑
綱

目
』
巻
五
十

一
)

『
五
代
史
平
話
』
は
、
各
代
そ
れ
ぞ
れ
概
ね
創
業
者
の
出
世
謂
で
書
き
出
し
、
そ
の
後
編
年
体
で
そ
の
国
の
滅
亡
ま
で
を
述
べ
る
と

い
う
構
造
に
な

っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
歴
史
書

の
利
用
は
、
梁
史
平
話
は
全
体
的
に
そ
の
よ
う
な
部
分
が
少
な
く
考
慮
が
必
要
で
あ
ろ

う
が
、
全
体
的
に
専
ら
後
者

の
部
分
に
於
い
て
行
わ
れ
る
と
い

っ
て
良
い
。

『
五
代
史
平
話
』
の
成
立

(岡
村
)
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と

こ
ろ
で
、
歴
史
書
を
利
用
す
る
平
話
は
、

『
五
代
史
平
話
』
の
他
に
も
幾

つ
か
有
る
が
、
特
に
歴
史
書

へ
の
依
拠
度
が
高

い
も
の

と
し

て
は
、

『
宣
和
遺
事
』
と

『
秦
併
六
国
平
話
』
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
二
つ
の
平
話
と

『
五
代
史
平
話
』

の
歴
史
書
を
利
用
し

た
部
分
と
を
比
較
す
る
と
き
、

『
五
代
史
平
話
』
の
場
合
、
詩
詞
の
挿
入
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
に
気
付
く
。

『
五
代
史
平
話
』

に
於

け
る
歴
史
書
を
利
用
し
た
部
分
は
、
全
体
の
七
、
八
割
に
も
の
ぼ
ろ
う
か
と

い
う
分
量
で
あ
り
、
こ
の
部
分
に
詩
詞
が
少
な
い
こ
と
は
、

結
果
と
し
て

『
五
代
史
平
話
』

に
は
詩
詞
の
挿
入
が
少
な
い
、
と
い
う
印
象
を
与
え
て
い
る
。
次
に

『
五
代
史
平
話
』

の
詩
詞
挿
入
箇

所
を
挙
げ
る
。

(
こ
こ
で
は
、
作
中
人
物

の
詠
ず
る
詩
詞
も
全
て
含
め
て
表
示
す
る
。
ま
た
、
同
じ
数
字
は
同
頁
に
複
数
の
詩
詞
が
あ

る
こ
と
を
示
す
。
○
印

の
あ
る
も
の
は
開
場
詩
ま
た
は
散
場
詩
。
な
お
、

こ
こ
で
は
、

「
開
場
詩
」
と
は
、
巻
頭

に
置
か
れ
る
詩
、

「
散
場
詩
」
と
は
、
巻
末
に
置
か
れ
る
詩
を
そ
れ
ぞ
れ
言
う
こ
と
と
す
る
。
)

梁
史
平
話
巻
上

唐
史
平
話
巻
上

唐
史
平
話
巻
下

晋
史
平
話
巻
上

晋
史
平
話
巻
下

漢
史
平
話
巻
上

周
史
平
話
巻
上

周
史
平
話
巻
下

1

a
O

ハO

a

Ⅱ

a

l

a
0

1

a
○

∩j

a

l

a
O

l

a
O

l

a
O

l

a
○

1

1D

6

a

l

b

1

1D

13

a
◎

△

3

tD

16

b

O

9
臼

a

2

10

15

a
◎

9
自

a

(∠

a

(∠

tD

6

、D

7

a

7

、D

12

a

12

b

13

a

4

b

4

b

5

b

◎

13

b

◎

17

a
O

6

b

◎

15

a
O

2

1D

4

、D

4

a

　O

a

13

b

◎

22

a
○

(
」

-D

OO

a

15

a

8

b

◎

7

LD

4

a

4

1D

QO

a

Q
)
a

17

a

20

a

14

a
◎

20

a
O

Ⅱ
b
○

4

1D

　D

a

g

b

10

b

20

a
○

『
五
代
史
平
話
』
が
利
用
し
た
歴
史
書
全
て
を
見
た
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
或
い
は
遺
漏
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

こ
こ

で
は
そ
の
最
大
の
典
拠
と
目
さ
れ
る

『通
鑑
綱
目
』
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
つ
い
て
、
そ
の
詩
詞

の
挿
入
状
況
を
調

べ
る
こ
と
に
し
た
。
尚
、
開
場
詩
及
び
散
場
詩
は
、
現

『
五
代
史
平
話
』
が
そ
の
体
裁
を
整
え
る
と
き
に
付
け
加
え
ら
れ
た
可
能
性
も

あ
る
の
で
、
今
は
論
考

の
対
照
か
ら
は
ず
す

こ
と
に
す
る
。
さ
て
、
そ
の
場
合
、
表
中
の
◎
印
を
付
し
た
詩
詞
が
歴
史
書
を
利
用
す
る
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部
分

に
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
先
に
も
述

べ
た
如
く
、
梁
史
平
話
に
は
歴
史
書
を
利
用
し
た
部
分
が
少
な
い
が
、
反
面
詩
詞
の
挿

入
数

を
見
る
と
、
他
巻
に
比
べ
て
格
段
に
そ
の
数
が
多
い
。

」
方
、
唐
史
平
話
以
下

の
各
巻
は
、
詩
詞
の
挿
入
数
そ

の
も
の
が
少
な
い

こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
上
、
こ
れ
ら
の
巻
に
お
い
て
は
概
ね
七
、
八
割
が
歴
史
書
を
利
用
し
て
叙
述
を
行

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
こ
に
挿
入
さ
れ
る
詩
は
わ
ず
か
八
首
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
△
印
を
付
し
た
詩
は

『
綱
目
』
に
も
引
用
さ
れ

て
い
る
の
で
、

『
五

代
史

平
話
』
は
お
そ
ら
く
そ
れ
を
単
に
引
き
写
し
た
だ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

『
五
代
史
平
話
』
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
歴
史
書
を
利
用
す
る
部
分
に
於

い
て
、
詩
詞
を
そ
の
不
可
欠
な
構
成
要
素
と
は

し
て

い
な
い
よ
う

で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ

『
五
代
史
平
話
』
は
こ
の
よ
う
な
構
成
を
と
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
段

以
下

で
少
し
く
考
察
を
加
え
た
い
。

二
、
宋
代
の

「
五
代
史
語
り
」

そ
も
そ
も

「
五
代
史
」
は
、

「
三
国
志
」
と
並
ん
で
宋
代

の
庶
民
に
愛
さ
れ
た
語
り
物

の

一
種
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、

宋

・
孟
元
老

の

『
東
京
夢
華
録
』
に
、
次

の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

崇
、
観
以
來
の
、
在
京
の
瓦
腔
伎
藝
、
…

(中
略
)
…
、
窪
四
究
の

「説
三
分
」
、
サ
常
費
の

「
五
代
史
」
。

こ
の
記
事
か
ら
は
、

「説
三
分
」
や

「
五
代
史
」
が
独
立
し
た

一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
流
行
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が

え
る
。

『東
京
夢
華
録
』
は
さ
ら
に
元
宵
節

の
夜
に
こ
の

「
尹
常
費

「
五
代
史
」」
が
演
じ
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
お

り
、

「
五
代
史
」

語
り

の
人
気
が
当
時
い
か
に
高
か

つ
た
か
を
示
す
資
料
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の

「説
三
分
」

「
五
代
史
」
の
う
ち
、

「
説
三
分
」
が
お
そ
ら
く
三
国
故
事
を
題
材
と
す
る
語
り
物

で
あ

っ
た

こ
と
は
、
元
代
刊

行
の

『
全
相
平
話
三
国
志
』
と
ほ
ぼ
内
容
を
等
し
く
す
る
刊
本
が

『
三
分
事
略
』
と
称
す
る
こ
と
か
ら
も
容
易
に
推
測

で
き
る
。
で
は
、

「
五
代
史
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

つ
た
で
あ
ろ
う
か
。
入
矢
義
高
氏
は

『
東
京
夢
華
録
』

の
こ
の
條

に
つ
い
て
、

「
宋
代
の
五
代

史
語

り
は
、

い
ま
元
刊
本

『
五
代
史
平
話
』
に
ほ
ぼ
そ
の
原
型
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。」
と
言
う
。

つ
ま
り
、
宋
代
の
語
り
物

の

名
残

が
、

『
五
代
史
平
話
』
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
元
来
平
話
は
、
語
り
物

の
種
本
の
類

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
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れ
は
極
め
て
妥
当
な
見
解
で
あ
る
と
言
え
る
。

と

こ
ろ
で
、

『
五
代
史
平
話
』
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
そ
の
大
部
分
を
歴
史
書
に
依

っ
て
成
り
立

つ
て
い
る
が
、
宋
代
に
は
、

こ
の
よ
う
な
歴
史
書
を
中
心
と
し
た
語
り
物
が
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
潅
園
耐
得
翁
の

『
都
城
紀
勝
』
は

「瓦
舎
衆
伎
」
の
中
で

当
時

の

「説
話
」
す
な
わ
ち
語
り
物
の
四
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
あ
げ
、
そ
の

一
つ
で
あ
る

「講
史
書
」

(
あ
る
い
は

「
講
史
」

「演
史
」

な
ど
と
も
い
う
)
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

講
史
書
は
、
前
代

の
書
史
文
傳
、
興
腰
争
職
の
事
を
講
説
す
。

ま
た
、
呉
自
牧

の

『
夢
梁
録
』
巻

二
十

「
小
説
講
経
史
」
は
、
同
じ
く

「講
史
書
」
に
つ
い
て

『
都
城
紀
勝
』
よ
り
も
も
う
少
し
詳
し

く
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

講
史
書
は
、

『
通
鑑
』、
漢
、
唐
歴
代

の
書
史
文
傳
、
興
屡
争
戦

の
事
を
講
説
す
る
を
謂
ひ
、
戴
書
生
、
周
進
士
、
張
小
娘

子
、
宋
小
娘
子
、
邸
機
山
、
徐
宣
教
有
り
。

又
た
王
六
大
夫
有
り
、
原
御
前
供
話
に
係
り
、
幕
士
と
爲
る
。
請

わ
れ
て
た
め
に
講

ず
れ
ば
、
諸
史
倶
に
通
じ
、
威
淳
年
間
に
於
い
て
、

『
復
華
篇
』
及
び
中
興
名
將
傳
を
敷
演
す
る
に
、
聴
く
者

紛
紛
た
り
、
蓋
し

講
得
ず
る
の
字
眞
に
俗
な
ら
ず
、
記
間
淵
源
甚
だ
廣
き
の
み
。

こ
れ
ら
の
記
事
を
見
る
に
、

「講
史
書
」
と
は
そ
の
名
の
通
り
、

『
通
鑑
』
そ
の
他
の
歴
史
書
を
講
ず
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か

る
0

そ
し
て
こ
の
記
事

の
後
、

但
最
も
小
説
人
を
畏
る
、
蓋
し
小
説
は
、
能
く

一
朝

一
代
の
故
事
を
講
じ
、
頃
刻
の
間
に
捏
合
す
れ
ば
な
り
。

と
続
き
、

「
小
説
」
と
の
差
違
を
述
べ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、

「
講
史
書
」
は
原
則
と
し
て
歴
史
書

の
内
容
を
忠
実

に
講
じ
た
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
も
、
講
釈
師
の
名
前
に

「書
生
」

「
進
士
」
な
ど
の
言
葉
が
見
え
る
と

こ
ろ
か
ら
考
え
れ
ば
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
格
調

高

い
、
あ
ま
り
荒
唐
無
稽

に
走
ら
ぬ
語
り
物
だ

つ
た
に
違

い
な
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
大
部
分
が

『
通
鑑
』

(
正
確
に
は
お
そ
ら
く

『
通
鑑
綱

目
』
)
を
利
用
し
て
成
り
立

っ
て
い
る

『
五
代
史
平
話
』
は
、
ま
さ
に
宋
代
の

「
講
史
書
」

の
姿
を
う

つ
し
た
も
の
だ

っ
た

と
考

え
る
こ
と
が

で
き
そ
う
で
あ
る
。

し

か
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
前
段
で
述
べ
た
如
く

『
五
代
史
平
話
』
に
お
け
る
挿
入
詩
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
語
り
物
が

総
じ

て
散
文
と
韻
文
と
を
組
み
合
わ
ぜ
て
演
じ
る
形
式
で
あ

つ
た
こ
と
は
、

「
説
話
」

の
大
き
な
来
源
の

一
つ
と
目
さ
れ
る
変
文
か
ら
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し
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
の
特
徴

の

一
つ
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
事
実

『
五
代
史
平
話
』

で
も
、
歴
史
書
を
あ
ま

り
用

い
な
い
梁
史
平
話
巻
上
に
お
い
て
は
多
く
の
詩
詞
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
詩
詞
の
引
用
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
魯
迅
は
、

詩
を
引

い
て
証
し
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
…

(中
略
)
…
、
た
だ
、

「昔

の
言
葉
を
借
り
て
重
み
を

つ
け
る
」
と
い
う
精

神
で
あ
り
、
漢
で
あ
ろ
う
と
宋
で
あ
ろ
う
と
、
学
士

で
あ
ろ
う
と
市
人
で
あ
ろ
う
と
、
時
期
や
そ
の
学
問
は
み
な
極
め
て
か
け
離

れ
て
い
て
も
、
実
は

一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

と
述

べ
て
、
そ
れ
が
漢
唐
の
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、

「
説
話
」

に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
す
る
。

そ
し

て
そ
の
上

で

「
講
史
書
」
が
詩
詞
を
挿
入
す
る
こ
と
を

「
風
雅
」

の

一
種
と
解
し
、
先
に
引
い
た

『
夢
梁
録
』

の
文
章
を
引
用
し

な
が
ら
、
呉
自
牧
は
講
史
の
名
手
を

「講
得
ず
る
の
字
眞
に
俗
な
ら
ず
、
記
問
淵
源
甚
だ
廣
し
」
と
記
す
が
、
こ
れ

こ
そ
す
な
わ
ち
小

説
が
詩
詞
を
多
用
す
る
理
由
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

と
述

べ
て
い
る
。

つ
ま
り
高
尚
な

「講
史
書
」

で
あ
れ
ば

こ
そ
、
こ
れ
ま
た
雅
な
詩
詞
の
挿
入
が
不
可
欠
で
あ

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

詩
詞
の
挿
入
は
、
当
時
の
講
唱
芸
能
全
体

に
と

っ
て
、
語
り
の
中
の
ア
ク
セ
ン
ト
、
或
い
は
な
じ
み
の
リ
ズ

ム
を
形
成
す
る
た
め
の

い
わ
ば
必
須

の
要
素
だ

っ
た
に
ち
が

い
な
い
。
し
か
も
、
詩
と
は
、
そ
の
引
用
が

「
謹
」
と
な
り
得
る
ほ
ど
に
、
ま
さ
に
知
識
人
の
文

学
で
あ
る
と

い
う
意
識
が
根
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
な
れ
ば
、

「
講
史
書
」
に
と

っ
て
詩
詞
の
挿
入
は
そ
の
教
養

レ
ベ
ル
の
高
さ

を
実
証
す
る
重
要
な
要
素
だ

っ
た
は
ず

で
、
そ
れ
を
捨
て
て
し
ま

っ
た

『
五
代
史
平
話
』
は
誠
に
不
思
議
と
い
う
ほ
か
な
い
。

一
方
、

そ
の
よ
う
な

『
五
代
史
平
話
』
の
形
態
は
、
読
み
物
と
し
て
楽
し
む
に
は
何
ら
不
都
合
は
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
純
粋
に
読
む
た
め

の
作
品
で
あ
れ
ば
、
詩
詞
は
あ

つ
て
も
無
く
て
も
構
わ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
講
史
小
説
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る

「有
詩
爲

証
」
と
い
う
形
式
の
詩
の
挿
入
は
、
場
合
に
よ

っ
て
は
、
話

の
流
れ
の
勢
い
を
止
め
、
読
者

の
興
を
そ
ぐ
こ
と
に
す
ら
な
り
か
ね
な
い
。

し
て
み
れ
ば
、

『
五
代
史
平
話
』
の
構
成
は
、
そ
の
よ
う
な
語
り
物
と
し
て
の
ス
タ
イ
ル
を
前
提
と
し
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

つ

ま
り
、

『
五
代
史
平
話
』
は
、

「語
り
物
」

の
名
残
を
と
ど
め
る
と
い
う
よ
り
も
、
よ
り

「読
み
物
」
と
し
て
の
役
割
を
意
識
し
た
構

成
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
と
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
こ
の
作
品
の
歴
史
書
を
利
用
し
た
部
分
を
宋
代

の

「講
史
書
」
の

名
残

と
考
え
る
の
は
難
し
そ
う
で
あ
る
.

『
五
代
史

平
話
』
の
成

立

(
岡
村

)
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三
、
『残
唐
五
代
史
演
義
伝
』
と

『南
宋
志
伝
』

明
代
に
成
立
し
た
通
俗
小
説
で

『
五
代
史
平
話
』
と
同
じ
時
代
を
扱

っ
た
作
品
に
、

『残
唐
五
代
史
演
義
伝
』

(
以
下

『残
唐
』
と

略
称

す
る
)
が
あ
る
。

こ
の
作
品
が
基
本
的
に
後
唐

の
武
将
李
存
孝
を
中
心
と
す
る
物
語

で
あ
り
、
彼
の
死
後
尻
窄

み
の
感
が
あ
る
収

束
を
迎
え
る
構
成
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

「
尻
窄
み
」
部
分
は
、
そ
の
大
部
分
が
歴
史
書

を
利
用
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
次
に

『
残
唐
』
よ
り
例
を
挙
げ
、

『
綱
目
』

『
通
鑑
』
と
対
照
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

時
梁
王
聞
彦
章
已
死
、
乃
聚
宗
族
長
幼
、
相
向
而
笑
、
君
臣
商
議
、
破
敵
之
策
、
皆
莫
能
封
、
遂
謂
宰
相
敬
翔
日
、

「
汝
嘗

言
生
子
當
如
李
亜
子
、
教
吾
事
唐
、
吾

一
時
不
從
、
以
至
干
此
。
今
事
急
　
、
將
若
之
何
。
」
翔
泣

日
、

「
臣
受
先
帝
厚
恩
、
殆

將
三
世
、
名
爲
宰
相
、
其
實
朱
氏
老
奴
耳
。
事
陛
下
献
言
、
莫
非
壷
忠
、
陛
下
不
肯
早
圖
、
致
有
今
日
、
縦
使

陳
平
更
生
、
諸
葛

復
出
、
誰
能
爲
陛
下
計
也
。
臣
請
先
賜

一
死
、
不
忍
見
宗
廟
喪
亡
。
」
因
與
梁
王
働
笑

一
場
。

(巻
七

四
十
三
回

「
李
嗣

源
捺
守
大
梁
」
)

(龍
徳
三
年
冬
十
月
)
唐
主
救
郵
州
、
梁
師
敗
績
、
王
彦
章
死
之
。
唐
主
入
大
梁
。
梁
主
唄
自
殺
。
唐
遂
滅
梁
.

…
…
梁
主
聞
彦
章
就
檎
、
唐
軍
且
至
、
聚
族
而
笑
、
召
塁
臣
問
策
、
皆
莫
能
封
、
謂
敬
翔
日
、

「朕
忽
卿

言
以
至
干
此
、
今

事
急
　
、
將
若
之
何
。
」
翔
泣
日
、

「
臣
受
先
帝
厚
恩
、
殆
將
三
紀
、
名
爲
宰
相
、
其
實
朱
氏
老
奴
。
事
陛
下
如
郎
君
、
前
後
献

言
、
莫
匪
壼
忠
、
陛
下
不
用
、
致
有
今

日
、
錐
使
良
、
平
更
生
、
誰
能
爲
陛
下
計
者
。
臣
願
先
賜
死
、
不
忍
見
宗
廟
之
亡
也
。
」

因
與
梁
主
相
向
働
実
。

(『
綱

目
』
巻
五
十
五
)

王
彦
章
敗
卒
有
先
至
大
梁
、
告
梁
主
以

「
彦
章
就
檎
、
唐
軍
長
駆
且
至
」
者
、
梁
主
聚
族
実
日
、

「
運
酢
墨
矣

。
」
召
塁
臣

問
策
、
皆
莫
能
封
。
梁
主
謂
敬
翔
日
、

「
朕
居
常
忽
卿
所
言
、
以
至
子
此
。
今
事
急
　
、
卿
勿
以
爲
慧
。
將
若

之
何
。
」
翔
泣
日
、

「臣
受
先
帝
厚
恩
、
殆
將
三
紀
、
名
爲
宰
相
、
其
實
朱
氏
老
奴
、
事
陛
下
如
郎
君
。
臣
前
後
献
言
、
莫
匪
壼
忠
、
陛
下
初
用
段
凝
、

臣
極
言
不
可
、
小
人
朋
比
、
致
有
今
日
。
今
唐
兵
且
至
、
段
凝
限
於
水
北
、
不
能
赴
救
。
臣
欲
請
陛
下
出
避
狭
、
陛
下
必
不
聴
從
、

請
陛
下
出
奇
合
戦
、
陛
下
必
不
果
決
、
錐
使
良
、
平
更
生
、
誰
能
爲
陛
下
計
者
。
臣
願
先
賜
死
、
不
忍
見
宗
廟

之
亡
也
。
」
因
與
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梁
主
相
向
働
嬰
。

(『
通
鑑
』
巻

二
七
二

後
唐
荘
宗
同
光
元
年
)

『
通
鑑
』

『
綱
目
』
を
並
べ
て
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

『
綱
目
』
は

『
通
鑑
』
を
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
化
し
て
い
る
が
、
そ
の
省
略
さ
れ

た
か
た
ち
の

『
綱
目
』
を
も

っ
て

『
残
唐
』
と
対
照
し
て
も
、

『
通
鑑
』
に
比
べ
て
不
足
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
第
四
十
四
回
に

は
、
唐
主
遂
崩
、
年
六
十
九
歳
、
時
長
興
四
年
也
。
史
官
評
日
:

明
宗
美
善
頗
多
、
過
亦
不
至
干
甚
、
求
諸
漢

・
唐
之
間
、
蓋
亦
賢
主
也
。
観
其
内
無
聲
色
、
外
無
遊
敗
、
不
任
宙
官
、

壌
内
藏
庫
、
四
方
貢
物
、
悉
蹄
之
有
司
、
褒
賞
廉
吏
、
嚴
治
貧
墨
。
錐
四
方
未
平
、
而
中
土
緩
靖
、
享
屡
豊
之
報
。
若
輔
佐

得
人
、
過
畢
當
人
少
矣

。
其
焚
香
祝
天
之
言
、
襲
干
誠
心
。
天
既
厭
齪
、
遂
生
聖
人
。
用
是
観
之
、
武
丁
恭
黙
思
道
、
夢
得

傅
説
、
周
公
納
策
金
縢
、
武
王
疾
疹
、
天
人
交
感
之
理
、
不
可
謳
　
。

(第
四
十
四
回
)

と
い
う

「
史
評
」
が
挿
入
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
胡
致
堂
の

『
読
史
管
見
』

の
文
章

で
、

『
綱
目
』
に
も
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら

の
例
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

『
残
唐
』
後
半
が
歴
史
書
を
利
用
し
て
成
り
立
ち
、
し
か
も
そ
の
典
拠
は

『
綱
目
』
に
近
い
こ

と
が

わ
か
る
。

さ

て
、

こ
の
様
な
箇
所
は
、
先
述
の
通
り

『
残
唐
』
の
筆

の
進
み
が
駆
け
足
に
な
る
後
半
、
す
な
わ
ち
概
ね
王
彦
章
の
死
以
降

(巻

七
、
第
四
十
三
回
以
降
)
に
集
中
し
、
中
に
は
殆
ど

『
綱
目
』

の
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
で
終
止
す
る
回
す
ら
あ
る
。

『
残
唐
』
後
半
が
こ
の

よ
う

に
創
作
性
に
乏
し
い
無
味
乾
燥
な
内
容
に
陥

つ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
橋
本
氏
は

『残
唐
』
が

「個
人
英
雄
中
心
主
義
」
の
傾

向
に
あ
り
、
中
心
人
物

で
あ
る
李
存
孝
の
死
後

「
こ
れ
に
匹
敵
す
る
中
心
人
物
が
出
現
し
て
こ
な
」
か

っ
た
か
ら
だ
と
分
析
す
る
。
ま

た
、
大
塚
秀
高
氏
は
、

『
残
唐
』
編
者
の
構
想
は

「
後
唐
正
統
史
観
に
立

つ
て
残
唐

の
時
期
を
語
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
て
、
後
唐
の
滅

亡
以
下
の
部
分
は

い
わ
ば
蛇
足
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
」
と
述
べ
る
。

つ
ま
り
、

い
ず
れ
の
考
え
方
に
せ
よ
、

『
残
唐
』
編
者
は
書

く
べ
き
も
の
を
書
い
て
し
ま

っ
た
後
は
物
語
に
対
し
て
急
速
に
興
味
を
失

い
、
筆
を
早
め
て
簡
単
に
作
品
を
完
結
さ
せ
て
し
ま

っ
た
と

い
え

る
。
し
か
も
、
そ
の
部
分
は
歴
史
書
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
い
わ
ば

「お
茶
を
濁
し
た
」

の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
同
じ
時
期
を
あ

つ
か

っ
た
明
代

の
通
俗
小
説
に
も
う

一
つ
、

『
南
宋
志
伝
』

(以
下
、

『
南
宋
』
と
略
称
す
る
)
が
あ

る
。

こ
ち
ら
は

『
残
唐
』
と
異
な
り
、

『
五
代
史
平
話
』
と
の
関
係
が
深

い
。
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
大
部
分
は

『
五
代
史
平
話
』
を

『
五
代

史
平

話
』
の
成

立

(
岡
村

)
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利
用
し
て
成
り
立

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
作
品
が
五
代
史
と
い
う
設
定
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
題
名

に
は
見
え
な
く
と

も
、

『
五
代
史
平
話
』
を
利
用
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
末
尾
に
後
周
恭
帝
の
死
亡
記
事
を
置

く
こ
と
か
ら
い
っ

て
も
そ
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
る
。

こ
の

『南
宋
』

の
構
造
を
今
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
み
た
い
。

『
南
宋
』
は
、
後
唐
末
よ
り
北
宋
趙
匡
胤
に
よ
る
江
南
平
定
ま
で
を
描
い
た
作
品
で
、
北
宋
建
国
ま
で
を

『
五
代

史
平
話
』
に
、
そ

れ
以
降
は

『続
資
治
通
鑑
長
編
』

『
通
鑑
綱
目
続
編
』
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
歴
史
書
に
依
拠
し
つ
つ
、
間
に
趙

匡
胤
に
ま

つ
わ
る

物
語

や
戦
い
の
詳
細
な
描
写
等
を
交
え

つ
つ
成
り
立

っ
て
い
る
。

『
南
宋
』
が

『
五
代
史
平
話
』
を
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

至
唐
天
成
二
年
、
有
功
封
六
軍
諸
衛
副
使
。

一
日
、
眼
明
宗
出
郊
打
園
、
赴
得

一
隻
白
狐
、
被
軍
卒
捉
献
敬
塘
。
敬
塘
將
殺

之
、
白
狐
忽
作
人
言
日
、

「
休
休
害
我
。
他
日
愿
報
恩
徳
。
」
敬
塘
大
驚
、
問
其
故
、
白
狐
又
日
、

「哨
的
女
核
兄
名
述
律
、
見

在
朔
方
、
勇
力
絶
人
。
休
是
大
唐
皇
帝
後
、
他
日
倣
我
的
外
孫
、
善
保
富
貴
、
休
口
相
忘
。
」
道
罷
、
起

一
陣
狂

風
、
飛
沙
走
石
。

須
輿
間
天
地
復
清
。
白
狐
不
知
去
向
。
衆
人
皆
言
、

「
好
作
怪
。
」
牧
回
團
場
。

(巻

一
)

至
唐
天
成
二
年
、
累
功
爲
六
軍
諸
衛
副
使
。

一
日
、
眼
明
宗
出
郊
打
園
、
赴
得

一
隻
白
狐
、
被
軍
卒
・享
與
敬
塘
面
前
。
白
狐

或
作
人
言
道
、

「恋
休
害
我
。
他
日
厚
報
忽
恩
徳
。
喧
的
女
核
児
述
律
、
見
在
朔
方
、
有
氣
力
。
悠
是
大
唐
皇

帝
的
、
他
日
敏
我

的
外
孫
、
善
保
富
貴
、
他
時
異
日
休
得
相
忘
。
」
道
罷
、
起

一
陣
悪
風
、
揚
沙
走
石
。
須
央
問
天
地
廓
清
、
白
狐
或
不
知
去
向
。

敬
塘
道
、

「
這
事
也
好
作
怪
。」

(晋
史
平
話

巻
上
)

両
者
を
比
較
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

『
南
宋
』
は

『
五
代
史
平
話
』

の
文
章
を
利
用
し
、
時
に
そ
の
ま
ま
の
表
現

で
そ
の
中
に
取
り

込
ん

で
い
る
。

『
五
代
史
平
話
』
は
趙
匡
胤
に
よ
る
宋

の
建
国
で
終
了
し
て
お
り
、
宋
に
よ
る
江
南
平
定
ま
で
を
描
こ
う
と
す
る

『
南
宋
』
よ
り
も

対
象
と
す
る
期
間
が
短
い
た
め
、

『
南
宋
』
が

『
五
代
史
平
話
』
に
依
る
の
は
そ
の
途
中
ま
で
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
何
回
ま

で
で
あ
る

か
は
、
現
存
す
る

『
五
代
史
平
話
』
の
最
終
巻

「
周
史
平
話
」
巻
下
が
そ
の
末
尾
を
欠
く
の
で
、
明
確
に
し
が
た
い
。
た
だ
し
、
そ
の

部
分

の
内
容
は
目
録
に
よ
り
有
る
程
度
推
測
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
周
史
平
話
」
巻
下
本
文
は
周
世
宗
の
死
で
終
わ

っ
て
し
ま

っ
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て
い
る
も
の
の
、
目
録
に
み
え
る

「
皇
子
宗
訓
即
位
」

「命
趙
太
祖
統
兵
北
伐
」

「苗
訓
知
天
文
」

「
日
下
有

一
日
黒
光
相
蕩
」

「
軍

次
陳
橋
騨
」

「軍
士
推
戴
趙
太
祖
」

「
趙
太
祖
受
恭
帝
禅
」

「
趙
太
祖
改
國
號
爲
宋
」

の
各
節
が
こ
の
後

に
続
い
た
は
ず
で
あ
る
。

こ

の
題

目
に
対
応
す
る
内
容
を

『南
宋
志
伝
』
の
中

に
探
せ
ば
、
巻
九
、

二
十
四
葉

(第
四
十
五
回
)
に

…
是
れ
太
祖
皇
帝
た
り
。
周
主
を
奉
じ
て
鄭
王
と
爲
し
、
符
太
后
を
周
太
后
と
爲
し
、
之
を
西
宮
に
遷
す
。

天
下
に
大
赦
し
、

國
號
を
宋
と
し
、
改
元
し
て
姪
隆
元
年
と
爲
す
。
而
し
て
周
運
亡
べ
り
。

と
あ

る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ
の
前
後
ま
で
は
、

『
五
代
史
平
話
』
に
依
る
こ
と
が
可
能
だ

つ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の

『
南
宋
志
伝
』

の

『
五
代
史
平
話
』
と

の
関
連
性
を
細
か
く
見
当
す
る
と
、
第

一
～
四
十
五
?
回
の
う
ち
、

『
五
代
史
平
話
』

と
全

く
共
通
性
の
な
い
回
と
し
て
十
三
～

二
十
三
回
、
三
十

二
～
三
十
四
回
、
四
十
三
～
四
十
四
回
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(各
回
ご
と
に

完
全

に
物
語
が
独
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
回
で
分
割
し
て
論
を
進
め
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
が
、
今
は
便
宜
上
回
に
依

っ

て
お

く
。
)
こ
れ
ら
の
回
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
そ
の
殆
ど
が
趙
匡
胤
に
ま

つ
わ
る
は
な
し
、
例
え
ば
、
南
唐

か
ら
送
ら
れ
た
美

女
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
す
後
周
の
世
宗
を
お
も
ん
ぱ
か

っ
て
、
そ
の
美
女
を
殺
し
て
し
ま
う
な
ど
と
い

っ
た
物
語
で
、

歴
史
書
、
少
な
く

と
も

『
宋
史
』

『続
通
鑑
長
編
』

『通
鑑
綱
目
続
編
』

の
類
に
は
見
え
な
い
は
な
し
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

一
方
、

『
五
代
史
平
話
』

を
利

用
す
る
部
分
は
、

『
五
代
史
平
話
』
が
多
く
歴
史
書
を
引
用
す
る
の
だ
か
ら
、

『南
宋
志
伝
』
の
か
な
り
の
部
分
は
歴
史
書
を
利

用
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

『
五
代
史
平
話
』
を
丸
写
し
す
る
と
い
う
編
集
態
度
は
、
自
力
で
の
創
作
の
可
能
性
を
有
し
な
い

と
い
う
点
に
お
い
て
、
歴
史
書
を
利
用
す
る
の
と
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

『
南
宋
志
伝
』
が
宋
に
よ
る
江
南
平
定
ま
で
を
描
く
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
趙
匡
胤
が
中
心
人
物
で
あ
る
こ
と
は
ゆ

る
が
な
い
。
と
す

れ
ば
、

こ
の
作
品
も
ま
た

『
残
唐
五
代
史
演
義
伝
』
と
同
じ
く
中
心
人
物
の
描
写
に
力
点
を
置
き
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
先
行
文
献
を

利
用

し
て
全
体
を
構
成
す
る
、
と
い
う
構
造
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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四

、

"
五

代

史

"

と

い

う

主

題

以
上
、

『
五
代
史
平
話
』

『
残
唐
』

『
南
宋
』
と
三
つ
の
作
品
を
並
べ
て
み
た
が
、
い
ず
れ
も
特
定
の
人
物

の
活
躍
を
中
心
に
据
え

『
五
代

史

平
話
』
の
成

立

(
岡
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て
描
き
、

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
せ
い
ぜ

い
戦
い
の
場
面
を
派
手
に
演
出
す
る
程
度
で
、
作
品
全
体
の
枠
組
み
、
す

な
わ
ち
歴
史
の
流

れ
そ

の
も
の
に
つ
い
て
は
歴
史
書
な
ど
を
利
用
し
て
埋
め
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

『
五
代
史
平
話
』

は
後
者
の
部
分
が

大
半

で
あ
る
と
は
い
え
、
構
造
的
に
は
他
と
変
わ
り
は
な
い
。
で
は
何
故
い
ず
れ
も
似
た
よ
う
な
構
成
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、

た

っ
た
三
作
品
を
並
べ
た
だ
け
で
論
断
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
の
他
に
も
例
え
ば
戯
曲
な
ど
の
方
面
か
ら

の
ア
プ

ロ
ー
チ
も

必
要

で
は
あ
ろ
う
。
ま
た
、
明
代
の
小
説
は
そ
れ
ま

で
の

「
平
話
」
の
よ
う
な
通
俗
小
説
の
荒
唐
無
稽
さ
か
ら
脱
却

し
て
、
多
く

『
通

鑑
』

や
歴
代
の
史
書
に
依

っ
て
書
き
改
め
る
傾
向
に
あ

っ
た
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
、
こ
こ

で
は

"
五
代
史
"

と

い
う
テ
ー
マ
の
持

つ
特
徴

に
照
ら
し
て
、
敢
え
て
推
論
を
試
み
た
い
。

さ

て
、
今

一
度
宋
代
の

「
五
代
史
」
語
り
と
は

い
か
な
る
も
の
で
あ

っ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
先
に
挙
げ
た

『
東
京
夢
華
録
』

「京

瓦
伎
藝
」
に
は
、
実
は

「
尹
常
費

「
五
代
史
」
」
と
は
別
に
、

「
孫
寛
、
孫
十
五
、
曾
無
窯
、
高
恕
、
李
孝
詳
、
講
史
。
」
と
別
項

目
と
し
て

「講
史
書
」
を
取
り
上
げ
た
記
事
が
あ
り
、
必
ず
し
も

「
五
代
史
」
イ

コ
ー
ル

「
講
史
書
」

で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

従

っ
て
、
そ
れ
は
或
い
は
歴
史
書
か
ら
離
れ
た
内
容
で
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
る
。
同
じ
く
当
時
流
行
し
て

い
た
ら
し
い

「
説

三
分
」

の
流
れ
を
受
け
る
で
あ
ろ
う

『
三
国
志
平
話
』
は
、
歴
史
書
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
荒
唐
無
稽
な
部
分
を
も
多

く
含

ん
で
お
り
、

「説
三
分
」
が
史
実
に
極
度
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
物
語
を
発
展
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

五

代
史
語
り
は
、

三
国
故
事
に
比
べ
れ
ば
当
然
歴
史
が
浅
い

(
三
国
故
事
語
り
が
少
な
く
と
も
唐
代
に
は
存
在
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

李
商

隠

「
驕
児
詩
」

か
ら
も
う
か
が
え
る
。
)
と
は
い
え
、

「
五
代
史
」
が

「
説
三
分
」
と
同
様

に

一
独
立
項
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
や
は
り
語
り
物
と
し
て
十
分
発
達
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

『
東
京
夢
華
録
』
に
は
、
宋
代
に

「
五
代
史
」
語
り
が
流
行
し
て
い
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
同
じ
く
宋
代
の
成

立
で
は
な
い
か
と

さ
れ
る

『
五
代
史
平
話
』
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
の

『
五
代
史
平
話
』
は
大
部
分
歴
史
書
を
利
用
し
て
成
り
立

っ
て
い
る
と
な
れ
ば
、
自

然
、

そ
れ
が
宋
代
の

「講
史
書
」
の
名
残
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に

「
五
代
史
」
は
必

ず
し
も

「講
史
書
」
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、

一
方

『
五
代
史
平
話
』
の
歴
史
書
を
利
用
し
た
部
分
に
は
当
時
語
り
物

に
必
須
だ

つ
た
で

あ
ろ
う
詩
詞
の
挿
入
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
、

『
五
代
史
平
話
』
が

「講
史
書
」

の
面
影
を
残
す
も

の
で
あ
る
と
い
う
見

方
に
は
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
詩
詞
の
挿
入
の
み
で
事
を
断
じ
る
こ
と
は
危
険

で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
詩
詞
の
挿
入
が
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見
ら
れ
る
方
が
、
よ
り
語
り
物
の
形
態
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
点

『
五
代
史
平
話
』

に
は
そ
う

い
う
意

識
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

『
残
唐
』
や

『南
宋
』

の
例
と
同
じ
く
、

『
五
代
史
平
話
』

の
歴
史
書

を
利
用
す
る
部
分

は
五
代
史
と
い
う
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
埋
め
合
わ
せ
と
し
て
は
め
込
ま
れ
た
も
の
で
は
な
か

つ
た
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も

「
五
代
史
」
と
い
う
枠
組
み
が
問
題
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
歴
史
語
り
で
喜
ば
れ
る
の
は
、

歴
史
上
の
様

々
な

事
件

を
舞
台
に
活
躍
す
る
人
間

(英
雄
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
)
達

の
物
語

で
あ
ろ
う
。
従

つ
て
そ
の
よ
う
な
彼
ら

の
物
語
は
様

々
に

語
ら

れ
、
発
達
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、
李
存
孝
や
黄
巣
、
劉
知
遠
、
石
敬
塘
な
ど
の
英
雄
達

の
物
語
が
種

々
の
作
品
の
中

に
描

か
れ
る
所
以

で
も
あ
る
。

で
は
、
彼
ら
の
活
躍
の
物
語
を
数
珠
繋
ぎ
に
し
て
五
代
史
全
体
を
描
く
こ
と
が
で
き

る
か
と
い
う
と
、

そ
れ

は
困
難
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
彼
ら
は
五
代
の
い
ず
れ
か

一
代

の
中
心
人
物
と
は
な
り
得
る
が
、
五
代
史
全
体
の
中
心
人
物
と

は
な
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
再
び
三
国
故
事
を
引
き
合
い
に
出
せ
ば
、
こ
ち
ら
は
劉
、
関
、
張
、
そ
れ
に
諸
葛
の
活
躍
と
い
う
主
軸

が
あ

り
、
こ
れ
に
曹
操
、
呂
布
、
周
喩
と
い
っ
た
対
抗
馬
が
か
ら
ん
で
三
国
時
代
全
体
を
語
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
事
実

『
三
国
志

平
話
』
は
そ
の
よ
う
な
構
成
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
五
代
と
い
う
時
代
は
五
つ
の
国
が
次

々
に
興
廃
す
る
の
で
あ

つ
て
、
五
国
同

時
存
在

で
は
な
い
。
従

っ
て
三
国
故
事
の
よ
う
に

一
定
の
史
観
に
基
づ
く
善
玉
、
悪
玉
と
い
う
区
別
も
明
確
に
な
り

に
く
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
英
雄
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
主
役
な
の
で
あ
る
。

一
方
、

い
ず
れ
か
の
英
雄
の
物
語
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
五
代
の
中
の

一
時
代
の
み
を
描
く
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
が
、
主
役
た
る
に
足

る
英
雄
が
歴
史
の
舞
台
か
ら
去
れ
ば
、
そ
こ
で
物
語
は
終
結
し
て
し
ま
う
。

『
三
国
志
平
話
』
が
諸
葛
亮
の
死
で
ほ
ば
そ
の
幕
を
閉
じ
、

後

に
劉
淵
が
蜀
漢
を
再
興
し
た
と
い
う
記
事
を
付
け
加
え
る
の
み
で
あ
る
の
も
こ
れ
に
類
す
る
と
言
え
よ
う
。
と
な
れ
ば
、
各
時
代
の

物
語
を

"
五
代
史
"
と
い
う
統

一
の
枠
組
み
の
中

で
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
つ
な
ぎ
目
に
あ
た
る
部
分
が
、
ど

う
し

て
も
不
足
し
て
し
ま
う
。

つ
ま
り
、

『
五
代
史
平
話
』
の
よ
う
に

"
五
代
史
"
と

い
う
枠
組
み
に
拘

っ
て
、
各

時
代
の
勃
興
と
衰

滅
を
描
く
形
式
で

一
つ
の
作
品
を
編
む
限
り
、
ど
う
し
て
も
各
時
代
を

つ
な
ぐ
何
ら
か
の
接
着
剤
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
し

て
、
そ
の
よ
う
な
接
着
剤
が
必
要
と
な

っ
た
と
き
、
歴
史
書
以
上
に
利
便
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
五
代
史
を
め
ぐ
る
作
品
の
構
造

の
類
似
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と

で
あ
る
と
思
え
て
く
る
。

す
な
わ
ち

"
五
代

史
"

を
め
ぐ
る
各
作
品
の
編
者
は
、
"
五
代
史
"
と
い
う
体
裁
、

「
五

つ
の
国
が
次

々
に
興

つ
て
は
滅
び
、

や
が

て
宋
に
よ

っ
て
統

一

『
五
代
史
平
話
』
の
成
立

(岡
村
)
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
七
号

さ
れ

る
」
と
い
う
枠
組
み
に
拘
り
続
け
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
編
者
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
最
も
安
易
な
編
集
方
法
を
採
用
し
、
歴
史
書

を
利
用
す
る
こ
と
で
形
を
整
え
た
に
過
ぎ
な
か

つ
た
の
で
は
な
い
か
。

現
存
す
る

『
五
代
史
平
話
』
は

「
新
編
」
と
銘
打

っ
て
い
る
の
で
、
当
然
よ
り
早
く
刊
行
さ
れ
た

『
五
代
史
平
話
』
が
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る

『
五
代
史
平
話
』

に
先
立

つ
平
話
が
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
だ

っ
た

の
か
は
、
そ
れ
が

果
た

し
て

「
五
代
史
」
と
い
う
言
葉
を
冠
し
て
い
た
か
も
含
め
て
不
明
で
あ
る
。
あ
る
い
は

"
五
代
史
"
と
い
う
枠
組
み
に
は
拘
ら
な

い
も

の
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
原

『
五
代
史
平
話
』
に
つ
い
て
大
塚
氏
は
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
お
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中

国
北

方
の
異
民
族

の
影
響
が
強

い
地
域
で
作
ら
れ
た

『
五
代
史
平
話
』
を
、
南
方
の
才
人
達
が
漢
族
中
心
史
観
に
よ

っ
て
編
纂
し
直
し

た
の
が

『
新
編
五
代
史
平
話
』

で
は
な

い
か
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
変
示
唆
的

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
五
代

に
は
、
契
丹
の
助

け
を
借
り
て
成
立
し
た
国
が
多
か

っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
こ
で
は
異
民
族
を
蔑
視
し
排
斥
し
よ
う
と
い
う
考
え
は
弱
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ

た
で
あ
ろ
う
。
自
然
そ
の
時
代
に
活
躍
し
た
英
雄
達
の
物
語
に
も
、
極
端
な
異
民
族

へ
の
悪
感
情
は
述

べ
ら
れ
ず
、

む
し
ろ
融
和
の
方

向
に
あ

っ
た

こ
と
す
ら
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
最
初
に
成
立
し
た

『
五
代
史
平
話
』
と
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
物
語
に
支
え
ら
れ

て
い
た
に
違

い
な
い
。
と
す
れ
ば
、

こ
れ
が
異
民
族
の
圧
迫
に
疲
れ
た
南
宋
の
人

々
に
は
受
け
入
れ
が
た
い
性
質

の
も
の
で
あ

っ
た
こ

と
は
十
分
に
あ
り
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
を
も
と
に

「新
編
」
が
編
集
さ
れ
た
と
き
に
は
大
幅
な
改
変
が
行
わ
れ
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
現
存

の

『
五
代
史
平
話
』
が
成
立
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品
は

"
五
代
史
"
と

い
う
形
態
に
拘
り
、
そ
の

結
果
、
今

の
よ
う
な
歴
史
書
に
寄
り
掛
か

っ
た
形
態
に
改
変
さ
れ
た
の
で
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
現
存
す
る

『
五
代
史
平
話
』

の
歴
史
書
を
利
用
す
る
部
分
と
は
、
或

い
は
も
と
の

『
五
代
史
平
話
』
を
改
変
し
よ
う
と
し

た
と
き
に
、
後
か
ら
書
き
加
え
ら
れ
た
部
分
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
語
り
物
と
し
て
の
役
割
は
お
そ
ら
く

想
定
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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五

、

結

宋
代
に
流
行
し
た
と
い
う

「
五
代
史
」
語
り
と
は
、
五
代
に
活
躍
し
た
英
雄
達

の
物
語
を
そ
の
内
容
と
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し



て
そ

の
物
語
を
も
と
に
、
"
五
代
史
"
と
い
う
枠
組
み
に
拘

つ
て
歴
史
小
説
を
編
集
し
よ
う
と
し
た
時
、
そ
の
際
編
者
は
ど
う
し
て
も

各
時
代

を
つ
な
ぐ
接
着
剤
の
よ
う
な
も
の
を
必
要
と
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
に
利
用
さ
れ
た
の
が
歴
史
書

の
文
章

そ
の
も
の
だ

つ
た

の
で
あ

ろ
う
。

『
五
代
史
平
話
』

の
歴
史
書
を
利
用
し
た
部
分
も

こ
の
様
な
過
程
を
辿

っ
て
成
立
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ

ん
、

そ
れ
に
し
て
は
こ
の
様
な
部
分
の
作
品
全
体
に
占
め
る
割
合
が
高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
も
残
る
。
し
か
し
、
い
ず

れ
に
し
て
も
、
こ
の
作
品
を
宋
代

の

「
五
代
史
」
語
り
の
面
影
を
残
す
も
の
、
或
い
は

「講
史
書
」

の
名
残
を
留
め

る
も

の
と
考
え
る

に
は
、
今
少
し
検
討
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

注

毘
陵
董

氏

調
募
室

新

刊

『
景
宋

残
本

五
代

平
話
』

蹟
。

大
塚

秀
高

氏

『
増

補
中

国

通
俗

小

説
書

目
』

(
汲

古
書

院

、

一
九

八
七

年

)
、
阿

部
隆

一

『
増
訂

中

国
訪

書
志
』

(
一
九

八

三
年

汲

古

書
院

)
第

三
篇

「
中

華
民

国

国
立
中

央
図

書
館

等
蔵
宋

金

元
版

解
題

」
等

参

照
。

丁
錫

銀

氏

「『
五
代
史

平
話

』

成
書

考
述

」

(
復

旦
学

報

一
九
九

一
ー

五
)
、
氏

岡
真

士

氏

「
平
話

の
基

づ

い
た

史
書

=

平
話

の
作

り

手

に

つ
い

て
の
試
論

1

」

(
日
本
中

国
学

会
報

49

一
九
九

七
年

)
等
参

照
。

『
五
代

史

平
話
』

に

つ
い

て
は
、
毘

陵
董

氏
調
券

室
新

刊

『
景

宋
残

本

五
代

平
話
』

を
底

本
と

し
、

『
宋

元
平
話

集
』

(
丁
錫
根

点

校
、

上
海
古

籍

出
版
社

、

一
九

九
○

年

)
を
参

照
し

て
、

原
則

と
し

て
旧
字

に

て
表

記
す

る
。

な
お

、
数
字

は
葉

数

を
指

し
、

a

・
b
は
葉

の

右

・
左

を
指

す
。

本
稿

で
は
、

康
煕

四
十
年

重
鏑

『
資

治
通
鑑

綱

目
』

(
明

陳

仁
錫

評

)
を
使

用
し

た
。

『
五
代

史

平
話
』

の
斯

様

な
構
造

に

つ
い

て
は
、

中
鉢

雅

量
氏

「
中

国
講

史
小

説

の

二
類
型

」

(
仏
教

大
学

文
学

部
論

集

79

一
九

九

五

年

)
に
指
摘

が

あ
る
。

原
文

:
崇

、
観

以
來
、

在

京
瓦
躍

伎
藝

、

…

(中

略

)
…

、
窪

四
究

「
説

三
分
」
、
サ

常
費

「
五
代
史
」
。

(
巻

五
)

巻

六

「
一兀
宵

」
。
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中

国
文

学
論

集

第

二
十

七
号

日
本
内

閣
文

庫
所

蔵

「
全
相

平
話

」

五
種

の

一

『
至
治

新
刊

全
相

平
話

三
国
志
』
。

天
理

図
書
館

所
蔵

『
至
元
新

刊
全

相

三
分
事

略
』
。

『
東
京

夢
華

録

ー

宋

代

の
都

市

と
生
活

=
』

(
一
九

八

三
年

岩
波

書
店

)

「
巻

五

盛

り
場

の
演
芸

」
注

。

原
文

:
講

史
書
、

講
説

前
代

書
史

文
傳

、
興

廣
争

戦
之

事
。

原
文

:
講

史

書
者

、
謂

講
説

『
通
鑑
』
、
漢

、
唐

歴

代
書

史
文

傳
、

興

廣
争

戦
之

事
、

有
戴

書

生
、

周
進

士
、

張

小
娘

子
、

宋
小

娘

子
、

邸
機

山
、
徐

宣
教

。

又
有

王

六
大

夫
、

原
係

御
前

供
話

、
爲

幕
士

。
請

給
講

、
諸

史
倶

通
、

於
威
淳

年
間

、
敷

演

『
復
華

篇
』

及
中

興
名

將

傳
、

聴
者

紛
紛

、
蓋

講
得

字
眞

不
俗

、
記

間
淵

源
甚

廣
耳
。

「
講
史

書
」

に

つ
い
て
は
、

張
政

娘

「
講
史

與
詠

史
詩
」

(
国
立
中

央

研
究

院
歴

史
語

言
研
究

所
集

刊

10

一
九

四
八
年

)
参

照
。

原
文

:
但

最
畏

小
説

人
、

蓋
小

説
者

、
能
講

一
朝

一
代

故
事

、
頃

刻
間

捏
合

。

原

文

:
引
詩
爲

諦
、

…

(
中
略

)
…

只
是

「
借

古
語

以
爲
重
」

的
精

神
、

則
錐

説
漢
之

與
宋
、

学
士

之
與

市
人
、

時
候
學

問
、

皆
極

相
違
、

而
實

有

一
致
的

盧
所

。
)

(
『
墳
』

「
宋
民
間

之
所

謂
小

説
及

其
後

來
」
)

原
文

:
呉

自
牧

記
講

史
高

手
、

爲

「
講
得
字

眞

不
俗
、

記
間

淵
源

甚
廣

」
、

即

可
移
來
解

繹
小

説
之

所
以

多
用

詩
詞

的
縁

故
的
。

橋
本

亮
氏

「
残

唐

五
代

史
演

義
論

i

英

雄
中

心
主

義

ー

」

(
中

国
文

学
報

20

一
九
六

五
年

)、

氏

岡
眞

士
氏

「
『
残
唐

五
代

史
演

義
』

へ
の
道

ー

小

説
と

講
史

「

」

(
中

国
文
学

報

52

一
九
九

六
年

)
等

参
照
。

本
文

中

に
引

用
し

た

『
残

唐
』

は
、

『
古
本

小
説

集
成

』
所

収
復

旦
大

学

図
書
館

所
蔵

明
末

刊

八
巻

本
影

印
本

に
よ
る
。

上

田
望
氏

「
中

国
講

史
小

説
研

究
」

(
東
京

大
学

大
学

院
文

学
研

究
科

博
士

論
文

一
九
九

四
年

)

大
塚

氏

「
小
説

と
物

語

(
続

)
1

物

語

の
構

造

と
変
貌

ー
」

(中

国

古
典
小

説

研
究
動

態

5

一
九
九

一
年

)
。

『
五
代

史

平
話
』

と

『
南

宋
志

伝
』

の
関
係

に

つ
い
て
は
、

戴

不
凡
氏

「
《
五
代

史
平
話

》
的

部
分

閾
文

」

(『
小
説

見

聞
録
』

一
九

八

〇
年

漸

江
人

民
出

版
社

)

に
詳

細

な
論
考

が

あ
る
。

本
文

中

の

『
南
宋

』

は
、

古
本

小
説
集

成
所

収

の

『
南

宋
志

伝
』

に

よ
り
、

同
じ

く

『
南
北

宋
志
伝

』

を
適
宜

参

照
し

た
。

原
文

:
…

是
爲

太
祖
皇

帝
。

奉

周
主
爲

鄭

王
、
符

太
后

爲

周
太
后

、
遷

之

西
宮
。

大
赦

天
下

、
國
號

宋
、

改

元
爲
建

隆

元
年
。

而

周
運

亡

　
。
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(附

記

)
最

近
、

氏

岡
眞

士
氏

が

「
『
五
代

史

平
話
』

の
ゆ

く
え

「

講

史

の
運

命

「

」

(中

国

文
学

報

56

一
九

九

八
年

)
と

い
う
論

文

を
発

表
さ

れ
、

そ

の
中

で
、

『
五
代

史
平

話
』

の
構
造

に

つ
い

て
、
詳

細

な
論
考

を
展

開
さ

れ

た
。

論

者
は

迂
闊

に
も
拙

論

の
脱

稿
後

に

こ
の
論

文

の
存
在

に
気

付

い
た
た

め
、

先
行

す

る
氏
岡

論
文

の
趣
旨

を
拙

論
中

に
組

み

入
れ

る

こ
と

が

で
き
な

か

っ
た
。

い
ま
、

氏

岡
論
文

の

『
五

代
史

平
話
』

に

つ
い

て
論

及
し

た
部
分

に

つ
い

て
ま

と
め

る
と
、

以
下

の
様

に

な
る
。

氏

岡
論

文
は
、

①

『
五
代
史

平
話

』

は

そ

の
四
分

の

三
を
歴

史
書

に
よ

り
、

そ

の
他

(
話

芸

と
し

て
の
)

「
小
説

」

の
系
統

に
属

す

る

「
発
跡

変

泰
」

や

戦

闘
場

面
を
増

補
す

る

こ
と

に
よ

つ
て
、
娯
楽

性

を
高
め

て
い
る
。

②

時

代

が
下

る

に

つ
れ

て

「
小
説
」

と

「
講

史
」

の
境
界

が
あ

い
ま

い
に
な

っ
て
い
き
、
①

に
挙

げ

た
よ
う

な

『
五
代

史

平
話
』

の
形
態

は
、

「
擬

話

本
」

た
る

平
話

が

そ
う

い

っ
た
状

況
を

反
映

し
た
結

果

で
は

な

い
か
。

と
し
、

そ

の
上

で
、
教

養

性

の
高

い

「
講

史
」

が
、
娯

楽
性

に
富

む

「
小
説
」

に
圧
倒

さ
れ

て

い
く
過
程

を

『
残
唐

五
代

史
演

義
伝
』

『
南

宋

志
伝

』

『
飛
龍

全
伝

』

を
引

い
て
検

証

し

て
お

ら
れ

る
。

以
上
、

こ
こ

に
附
記

す
る
。
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『
五
代

史
平

話
』
の
成

立

(
岡
村

)


